
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

放
射
線
治
療
科
長

伊
丹 

純
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

―
―
ま
ず
、
放
射
線
治
療
へ
の
取
り
組
み
の
現

況
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
は
、
同

じ
系
列
施
設
で
あ
る
柏
市
の
東
病
院
と
共
に
、

同
セ
ン
タ
ー
設
立
当
初
よ
り
そ
の
治
療
効
果
を

高
く
評
価
し
、
外
科
、
化
学
両
治
療
と
並
ぶ
3

本
の
矢
の
一
矢
と
し
て
放
射
線
治
療
に
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
証
左
と

し
て
２
０
１
６
年
度
の
患
者
数
は
国
内
で
最
多

の
２
６
７
７
名
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
、
装
置
と
も
に
充
実
し
て
い
る
こ

と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。
前
者
に
つ
い
て

は
、
中
央
病
院
に
限
っ
て
も
、
放
射
線
治
療
科

に
は
常
勤
医
が
6
名
、
研
修
医
ま
で
含
め
る
と

14
名
の
放
射
線
治
療
医
が
所
属
し
て
い
る
他
、

医
学
物
理
士
も
4
名
お
り
ま
す
。
ま
た
放
射
線

治
療
専
門
の
診
療
放
射
線
技
師
は
20
名
を
数
え

る
な
ど
、
そ
の
陣
容
は
極
め
て
充
実
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
治
療
装
置
も
リ
ニ
ア
ッ
ク
だ
け
で

な
く
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
、
そ
し
て
今
般
導
入

し
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ガ
イ
ド
に
よ
る
新
型
装
置
に
加

え
、
小
線
源
や
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
に
よ
る
放
射
線

治
療
を
行
え
る
設
備
も
擁
し
て
い
ま
す
。
こ
の

恵
ま
れ
た
治
療
環
境
も
あ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
定

射
し
続
け
ら
れ
る
の
で
す
。

　

照
射
中
に
、
正
常
臓
器
を
常
時
捉
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
従
来
１
～
２
㎝
程
度
は
必
要
だ
っ

た
照
射
野
の
マ
ー
ジ
ン
を
２
㎜
程
度
に
ま
で
縮

小
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
放
射
線

治
療
に
お
け
る
副
作
用
を
大
幅
に
減
ら
せ
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
医
の
視
座
か
ら
「M

R
Idian

」

の
具
体
的
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

従
来
、
動
き
が
小
さ
い
と
思
わ
れ
て
い
た
前

立
腺
な
ど
で
も
、
こ
の
装
置
で
治
療
し
て
み
る

位
照
射
な
ど
に
お
い
て
高
精
度
、
高
品
質
な
放

射
線
治
療
を
実
施
で
き
て
い
る
の
で
す
。

―
―
最
新
型
の
Ｍ
Ｒ
画
像
誘
導
放
射
線
治
療
装

置
を
初
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
。

　

放
射
線
治
療
の
究
極
の
目
的
は
、
腫
瘍
の
部

位
の
み
に
放
射
線
を
当
て
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

が
で
き
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
強
い
放
射
線
を
照

射
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
き
の
な
い
脳
腫

瘍
な
ど
で
は
、
莫
大
な
線
量
を
照
射
で
き
る
ガ

ン
マ
ナ
イ
フ
に
よ
る
治
療
が
そ
の
一
例
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
実
際
は
呼
吸
や
体
動
に
よ
る
臓
器

の
移
動
に
よ
っ
て
腫
瘍
の
部
位
が
動
い
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
正
常
組
織
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

可
能
性
が
出
来
し
、
高
い
線
量
を
当
て
ら
れ
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
を
実
施
す
る

際
は
、
呼
吸
な
ど
の
腫
瘍
部
位
の
位
置
や
動
き

を
把
握
す
る
た
め
に
、
間
欠
的
な
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
や
、
金
マ
ー
カ
ー
の
体
内
留
置
を
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
で
も
正
常
臓
器
の
立
体
解
剖
上

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
当
院
が
新
た
に
導
入
し
た

V
iew

Ray

（
ビ
ュ
ー
レ
イ
）
社
の
Ｍ
Ｒ
画
像
誘

導
放
射
線
治
療
装
置
「M

RIdian

（
メ
リ
デ
ィ

ア
ン
）」
は
、
一
体
搭
載
し
て
い
る
０
・
35
テ

ス
ラ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
り
、
腫
瘍
と
正
常
臓
器
を

正
確
に
捉
え
続
け
、
腫
瘍
の
み
に
放
射
線
を
照

と
、
治
療
中
に
ガ
ス
が
下
り
て
き
て
移
動
す
る

ケ
ー
ス
も
確
認
で
き
、
照
射
中
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
画
像
を
取
得
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
照
射
野
を
小
さ
く
抑
制
で
き
れ
ば
合

併
症
が
少
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
照

射
線
量
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
局
所
制
御
率

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
治
療
の
度
に
デ
ィ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
画
像

に
よ
っ
て
、
治
療
の
成
果
を
容
易
に
確
認
で
き

る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

加
え
て
、
治
療
計
画
段
階
で
撮
影
し
た
Ｃ
Ｔ

の
電
子
密
度
に
関
す
る
情
報
は
同
装
置
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
に
直
接
送
る
こ
と
が
で
き
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
と

の
組
み
合
わ
せ
で
治
療
計
画
を
変
更
で
き
る
な

ど
、
内
蔵
し
て
い
る
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
が
優

れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
治
療
中
に
腫

瘍
が
小
さ
く
な
れ
ば
、
そ
れ
に
対
応
し
て
毎
日

MRIで腫瘍を常時捕捉し、そして照射─
従来機の弱点を克服した新発想の装置を
 “国がん”が本邦初導入を果たし稼働開始
がん診療の中核施設、国立がん研究センター中央病院が放射線治療に熱心であることは広く知られている。
当然、最新、最先端の放射線治療装置が揃い、また人的リソースもまさに充実の極みと称して良いであろう。
本年 4月、同病院に新たに画期的ともいえる治療装置が導入され、自由診療ながら治療を開始したのである。
同装置は、MRIと照射装置を一体化させたもので、“動く腫瘍”を常に捉えながら放射線を当てるのだという。
同院の現況、新装置の導入経緯、そして有用性等について、西田院長、伊丹放射線治療科長らに聞いた。

1981 年千葉大学医学部卒。1983 年ドイツエッセン大学放射線腫瘍科助手、1990
年千葉大学医学部放射線医学講座助教授。1991 年国立病院医療センター第 2 放
射線科医長、2008 年国立がんセンター中央病院放射線治療部長、2010 年独立行
政法人国立がん研究センター中央病院放射線治療科長、現在に至る。

伊丹 純（いたみ・じゅん）氏
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国立がん研究センター中央病院東京都

国立がん研究センター中央病院に導入された
MR 画像誘導放射線治療装置「MRIdian」。
0.35T の MRI で照射中の患部の MRI 画像を描
出し、アダプティブ治療を実施できる。さまざまな
新機能を有する同装置は本邦 1 号機である
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「MRIdian」では、治療計画やその検証、治療、治療後の検
証という一連のワークフローを1 台の端末で実施する。手前は
放射線治療科の井垣 浩医長

画
像
診
断
、
共
に
診
療
放
射
線
技
師
に
は
高
度

な
放
射
線
技
術
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
施

設
に
は
当
該
技
師
の
育
成
に
つ
い
て
の
責
任
が

求
め
ら
れ
、
ま
た
診
療
放
射
線
技
師
に
は
当
セ

ン
タ
ー
で
確
立
し
て
い
く
高
精
度
な
放
射
線
技

術
を
、
全
国
の
施
設
に
広
め
、
標
準
化
さ
せ
て

い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
薬
剤
部
等
と
同
様
に
放
射
線
部
門

を
従
前
よ
り
も
一
階
層
上
部
に
置
き
、
よ
り
独

立
性
を
有
す
る
組
織
替
え
を
す
べ
き
と
し
て
、

病
院
上
層
部
や
放
射
線
治
療
科
の
伊
丹
科
長

ら
の
ご
理
解
の
も
と
、
昨
年
の
4
月
か
ら
放
射

線
技
術
部
と
い
う
独
立
し
た
部
門
と
な
り
ま

し
た
」

　

そ
の
放
射
線
技
術
部
に
属
す
る
放
射
線
治
療

技
術
室
に
は
、
診
療
放
射
線
技
師
20
名
と
Ｘ
線

助
手
１
名
が
所
属
し
、
放
射
線
治
療
業
務
に
特

化
し
て
診
療
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
放
射
線

治
療
科
に
は
医
学
物
理
士
が
４
名
所
属
し
て
い

る
が
、
放
射
線
治
療
技
術
室
所
属
の
診
療
放
射

線
技
師
に
も
医
学
物
理
士
の
資
格
を
有
す
る
ス

タ
ッ
フ
が
７
名
い
る
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
で
は
、

２
０
１
６
年
４
月
、
診
療
放
射
線
技
師
に
関
連

す
る
部
署
の
大
幅
な
組
織
改
革
が
行
わ
れ
た
。

新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
放
射
線
技
術
部
」
は
、

画
像
診
断
系
の
放
射
線
検
査
を
担
当
す
る
「
放

射
線
診
断
技
術
室
」
と
放
射
線
治
療
を
担
当
す

る
「
放
射
線
治
療
技
術
室
」
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
放
射
線
技
術

部
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
、
放
射
線
技
術
部 

副

部
長
で
放
射
線
治
療
技
術
室
長
を
務
め
る
阿
部 

容
久
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
、
国
立
大
学
や
自
治
体
病
院
等
、
公
的

な
医
療
施
設
で
は
、
診
療
放
射
線
技
師
は
放
射

線
科
医
と
一
体
的
な
組
織
運
用
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

高
い
専
門
性
を
有
す
る
施
設
で
あ
り
、
治
療
、

　

放
射
線
治
療
技
術
室
の
特
徴
に
つ
い
て
、
阿

部
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
技
術
室
で
は
、
放
射
線
治
療
医

と
連
携
し
、
同
治
療
医
が
必
要
と
す
る
治
療
法

を
い
つ
で
も
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
放
射
線

治
療
に
関
す
る
機
器
・
シ
ス
テ
ム
は
、
最
先
端

の
も
の
を
揃
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
し
い
装
置
で
あ
っ
て
も
当
セ
ン

タ
ー
が
行
う
べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
ら
の

装
置
や
シ
ス
テ
ム
を
全
国
の
が
ん
連
携
拠
点
病

院
で
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
標

準
的
な
運
用
法
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
が
ん
連
携
拠
点
病
院
20
施
設
を

結
ん
だ
テ
レ
ビ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
す
る

な
ど
、
他
の
医
療
施
設
と
の
情
報
交
換
な
ど
情

報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
」

　

副
放
射
線
治
療
技
術
室
長
の
加
藤 

融
氏
は
、

放
射
線
治
療
技
術
室
の
診
療
業
務
の
現
状
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
セ
ン
タ
ー
は
新
し
く
導
入
し
た
Ｍ
Ｒ
画
像
誘

導
放
射
線
治
療
装
置
だ
け
で
な
く
、
他
に
リ
ニ

ア
ッ
ク
４
台
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
１
台
、
小
線

源
治
療
装
置
・
小
線
源
治
療
室
を
有
し
、
外
部

照
射
・
内
部
照
射
含
め
年
間
約
４
万
６
０
０
０

件
程
度
の
放
射
線
治
療
を
実
施
し
て
お
り
、
放

射
線
治
療
件
数
は
国
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
施
設

で
す
。
そ
の
上
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
等
、
高
精
度
放
射

線
治
療
を
１
日
約
50
件
実
施
す
る
な
ど
、
質
の

高
い
放
射
線
治
療
を
ル
ー
チ
ン
で
行
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
体
制
を
維
持

で
き
る
マ
ン
パ
ワ
ー
が
整
っ
て
い
る
こ
と
も
特

筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。
な
お
、
１
装
置
に
つ
き
、

主
任
１
名
を
含
む
３
名
の
診
療
放
射
線
技
師
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
専
門
技
師
８
名
、
医
学
物
理
士

の
資
格
を
持
つ
診
療
放
射
線
技
師
が
７
名
所
属

す
る
な
ど
、
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
が
互
い
に
刺
激

し
合
い
な
が
ら
、
切
磋
琢
磨
し
て
自
己
研
鑚
に

励
ん
で
い
ま
す
」

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
で
は
、

２
０
１
７
年
５
月
よ
り
最
新
型
の
Ｍ
Ｒ
画
像
誘

導
放
射
線
治
療
装
置
「M

R
Idian

」
が
稼
働
を

開
始
し
て
い
る
。「M

RIdian

」
は
０
・
35
テ
ス

ラ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
搭
載
し
、
治
療
中
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
よ
る
画
像
動
体
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
り

ビ
ー
ム
を
制
御
す
る
。
放
射
線
に
は
３
つ
の
コ

バ
ル
ト
線
源
を
使
用
し
て
い
る
が
、
同
時
照
射

で
も
治
療
計
画
を
変
更
し
て
治
療
を
実
施
で
き

る
点
も
、
高
く
評
価
で
き
る
点
の
１
つ
で
す
。

こ
の
特
長
は
、
特
に
治
療
中
に
腫
瘍
が
小
さ
く

な
る
頭
頸
部
が
ん
な
ど
に
有
用
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

―
―
「M

R
Idian

」
の
治
療
に
適
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
ん
の
種
類
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

動
か
な
い
脳
腫
瘍
等
の
頭
部
以
外
は
、
ほ
ぼ

適
用
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
放
射
線
治
療
の
効

果
が
高
い
大
き
い
腫
瘍
の
頭
頚
部
が
ん
、
動
き

の
多
い
肺
が
ん
や
上
腹
部
の
が
ん
に
も
効
果
が

大
き
い
で
し
ょ
う
。

　

膵
臓
が
ん
へ
の
治
療
に
も
期
待
し
て
い
ま

す
。
膵
臓
の
そ
ば
に
は
十
二
指
腸
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
は
膵
臓
が
ん
に
対
す
る
放
射
線
治
療
が

難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
臓
器
の
位
置
や
動
き

を
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
で
常
時
把
握
で
き
る
の
で
、
腸

管
が
照
射
野
に
入
っ
て
き
た
場
合
、
照
射
を
中

止
す
る
こ
と
に
よ
り
正
常
臓
器
へ
の
照
射
を
止

め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

―
―
現
在
の
治
療
実
績
と
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
自
由
診
療
に
よ
る
治
療
の
み
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
現
在
、
治
療
実
績
は
９
例
で
す
が
、

こ
れ
を
月
10
例
く
ら
い
に
増
や
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
０
・
35
テ
ス
ラ
と
画
像
診
断
用
の

最
先
端
の
も
の
と
比
べ
れ
ば
画
質
は
劣
り
ま
す

が
、
放
射
線
治
療
で
の
腫
瘍
の
判
定
に
は
全
く

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
当
セ
ン
タ
ー
で
症
例
を
重

ね
て
い
き
、
プ
ロ
ト
コ
ル
も
含
め
、
照
射
中
に

画
像
が
見
え
る
放
射
線
治
療
を
確
立
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
よ
る
放
射
線
治
療
を
実
施
し
、

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
治
療
の
国
内
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
構
築
を
目
指
す

――最近の、貴院におけるがん治療の方針

についてお聞きします。

　がんは、高齢化してきたということもあり

ますが、非常に Incidence 発生率が高くなっ

ている一方で、治癒率も高くなっており、小

児がんに至っては治癒率が約８割にも達して

います。逆に治るということは、その後の生

活を見据えた治療を提供しなければなりま

せん。つまり、根治度を上げる時、必ず身

体に影響が出ますが、それを出来るだけ無く

す、減らすということこそが、がん研究センター

ならびに中央病院が取り組むべき直近の

テーマだと思っています。

――日本のがん治療の中核施設として、注

力していることはありますか。

　同センターが誕生して約 60 年、５大が

んの標準治療の作成に貢献をしてきたとい

う思いは強くあります。今も、新しいがん治

療の開発に取り組んでいますが、それが世

の中に広がり、世界に広げることも重要です。

そのためには技術を伝える“人”の教育が必

須であるのは自明であり、熱心に取り組んで

いることでもあります。医師、看護師、薬

剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、

その他の職域も含め、全国から優秀な人材

が集ってくれており、まさにがん診療の均て

ん化に貢献しているという自負があります。

院含め、当センター全体で取り組んでいく

予定です。なお、難治性がんについても同

様の対応をして、正しい情報を届けられるよ

うにしています。確かに採算は合いませんが、

“国立”という名前を冠している施設のミッ

ションであると思っています。

　また就労支援も改正法にありますが、こ

れは残念ながらエビデンスがほとんどない分

野です。臨床試験を行い、エビデンスを作る

のは、我々の得意分野であり、貢献できる

領域ですので、当該分野においても現在取

り組んでおり、今後も継続していく所存です。

――放射線治療にも熱心でおられますが、

同治療への取り組みについてお聞きします。

　まだ、日本では、がんに対して外科治療

が多いですが、放射線治療については、かね

てより、センターの中央病院でも東病院でも

非常に熱心に取り組んできており、その提

供率は国内でも図抜けています。当然、ファ

シリティおよび治療専門医他スタッフについ

ては、質、量ともに充実した陣容を誇ってい

ます。先端的ともいえる中性子捕捉療法の

開発もしていますが、新しいことにチャレン

ジして、その結果を全国に提供し、前述した

がん治療の均てん化を図ることが、がん研

究センターの使命でもあるので、一層の努

力を払っていこうと思っています。

――同じ教育でも大学のそれとの差異はど

のような点にありますか。

　微妙に重なり合いますが、研究教育の部

分に違いがありますね。私も大学に勤務し

ていたので分かりますが、大学はサイエンス

に非常に強い。ですから、医学の基礎、あ

るいは根本的な部分を解明するというところ

では大学でしょう。一方、エビデンスを作り、

実際にその医療を保険の中で実現していく

ということについては、当センターおよび中

央病院が大きく強みを発揮しています。です

から、ここには基本的に臨床が出来ない人

はいないといってよいでしょうね。

――昨年末改正された、がん対策基本法へ

の取り組みをお聞きします。

　実は、改正法にある希少がん、難治性が

んについては、約３年前から希少がんセン

ターという部署を作ってすでに取り組んでい

ることです。意外なことですが、希少がんの

患者さん、家族の方々の情報源は個人のブ

ログのことが多いのです。それが正確ならば

問題ないのですが、間違っていたら大いに危

険です。それゆえ、“Meet the expert”とい

うコンセプトのもと、希少がんの専門家から

のさまざまな情報をインターネットや講演会

をとおして発信しているところです。これから

も、さまざまな取り組みを中央病院、東病

国立がん研究センター中央病院を率いる
病院長の西田俊朗氏に、
同院におけるがん治療の現況と最近注力している事業や
昨年改正されたがん対策基本法への対応、
最先端の放射線治療装置にかける期待等について、話を聞いた。

I n t e r v i e w

国立がん研究センター中央病院
病院長

西田俊朗氏に聞く
にしだ・としろう

「日本初導入ということで、役所への申
請書等、ペーパーワークも一苦労でし
た」と話す副放射線治療技術室長の
加藤 融氏

「『MRIdian』によるアダプティブ治療のワークフ
ローや装置の運用法について広く情報発信し、日
本の放射線治療のスタンダードの１つにしたい」と
話す放射線治療技術室 室長の阿部容久氏

多
数
の
ス
タ
ッ
フ
数
と
最
先
端
装
置
を
有
し
、

国
内
最
多
の
放
射
線
治
療
件
数
を
誇
る

放
射
線
治
療
技
術
室

本
邦
初
の
最
新
型
放
射
線
治
療
装
置

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
治
療
へ
の
期
待
か
ら
導
入

Ｍ
Ｒ
画
像
誘
導
放
射
線
治
療
装
置
「M

R
Idian

」

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

放
射
線
技
術
部 
放
射
線
治
療
技
術
室
長

阿
部
容
久
氏
に
聞
く
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e

w
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国立がん研究センター中央病院

住　所：東京都中央区築地 5-1-1
病床数：578床

国立がん研究センターは、2015
年に国立研究開発法人となり、
日本のがん診療のリーディング
ホスピタルとして、優れた専門
医療従事者の養成や、次世代が
ん医療に開発および研究に取り
組んでいる。放射線治療部門で
は BNCT（中性子捕捉療法）へ
の取り組みが行われており、
2018 年度には治験に取り組み
たいとしている。

「永久磁石や常電導ではなく、超電導
型ゆえに磁場の均一性は良く、シネ画
像の連続撮影も容易です」と話す主任
診療放射線技師の逆井達也氏

「0.35テスラの超電導 MRI は、患者へ
の発熱等の影響や、画像の歪みが少
なく、非常に考えられた選択」と話す
主任医学物理士の岡本裕之氏

治療計画を検証する岡本氏。「MRIdian」は、照射
された線量データをシステムに保存。治療期間中に治
療計画の見直しや修正を容易に行うことができる

変
更
す
る
な
ど
し
て
薬
機
法
の
承
認
を
得
、
導

入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
次
第
で
す
」

「M
RIdian

」
は
現
在
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
や
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
な
ど
ア
メ
リ
カ
に
４
台
、
オ
ラ
ン
ダ
に

１
台
、
韓
国
に
１
台
、
イ
タ
リ
ア
に
１
台
、
そ

し
て
同
セ
ン
タ
ー
の
１
台
と
世
界
で
８
台
が
稼

働
中
だ
。
本
邦
初
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
搭
載
し
た
放
射

線
治
療
装
置
の
導
入
と
あ
っ
て
、
設
置
の
際
に

は
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
と
阿
部
氏
は
話
す
。

「
昨
年
８
月
か
ら
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、
12
月
に

は
装
置
設
置
も
含
め
治
療
室
の
形
は
で
き
あ
が

り
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。

０
・
35
テ
ス
ラ
と
は
言
え
、
超
電
導
型
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
付
き
の
放
射
線
治
療
装
置
で
し
た
の
で
、
従

前
の
治
療
室
に
は
、
か
な
り
の
手
を
加
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
冷
却
の
た
め
の
機

械
室
の
設
置
、
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
抜
く
た
め
の

ク
エ
ン
チ
管
貫
通
や
電
波
シ
ー
ル
ド
の
工
事
、

既
存
の
施
設
が
磁
場
に
与
え
る
影
響
の
検
査
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
１
つ
ひ
と
つ
ク
リ

ア
し
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。
日
本
初
の
装
置

導
入
ゆ
え
に
、
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
作
業
は
楽

し
く
刺
激
的
で
し
た
ね
。

　

な
お
、『M

RIdian

』
の
運
用
に
関
す
る
研
修

に
主
任
放
射
線
技
師
と
主
任
医
学
物
理
士
の
2

名
を
約
2
週
間
、V

iew
Ray

社
の
研
修
施
設
が

あ
る
米
国
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
派
遣
し
、
治
療

計
画
か
ら
実
際
の
照
射
・
変
更
を
学
ん
で
き
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
装
置
を
含
め
た

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
治
療
の
標
準
化
を
進
め
て
い
く

た
め
、
今
年
中
に
さ
ら
に
２
名
、
１
チ
ー
ム
を

研
修
に
送
る
計
画
で
す
」

「M
RIdian

」
に
よ
る
治
療
は
、
自
由
診
療
で
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
症
例
数
は

９
件
、
膵
臓
、
肺
、
頭
頸
部
、
前
立
腺
、
肝
臓

の
各
症
例
で
治
療
が
行
わ
れ
、
７
名
の
治
療
が

終
了
し
て
い
る
と
い
う
。

　

実
際
に
装
置
の
運
用
を
担
当
し
て
い
る
主
任
診

療
放
射
線
技
師
の
逆
井
達
也
氏
は
、「M

R
Idian

」

の
有
用
性
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
何
と
い
っ
て
も
、
体
内
を
画
像
化
し
て
照
射
野

を
確
認
し
な
が
ら
放
射
線
治
療
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
当
日
の
線
量
を
確
認
修
正
す
る
ア
ダ
プ

テ
ィ
ブ
治
療
を
実
現
し
た
画
期
的
な
装
置
で

す
。
実
際
に
照
射
中
、
臓
器
が
常
に
動
き
続
け

て
い
る
の
を
見
る
と
、そ
れ
ま
で
は
頭
で
分
か
っ

て
は
い
て
も
驚
か
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
０
・
35
テ
ス
ラ
と
画
像
診
断
用
の

も
の
に
比
べ
れ
ば
当
然
画
質
は
違
い
ま
す
が
、

腫
瘍
の
判
別
等
、
臨
床
上
問
題
な
い
レ
ベ
ル
の

画
質
は
十
分
担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
放
射
線
治
療
室
内
に
磁
場
が
発
生
し

て
い
る
の
で
、
従
来
の
放
射
線
治
療
対
策
に
加

え
、
測
定
器
を
磁
場
に
対
応
し
た
も
の
に
変
更

す
る
な
ど
、
磁
場
対
策
へ
の
配
慮
が
新
た
に
必

要
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
点
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
治
療
前
の
臓
器
の
位
置
確
認
や
、
照

射
野
が
部
位
を
外
れ
た
際
に
は
自
動
で
照
射

を
停
止
す
る
な
ど
、
よ
り
高
精
度
な
治
療
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
は
、
そ
の
分
治
療
時

間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
か
ら
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を

確
立
し
て
、
効
率
良
く
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
治
療
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

治
療
計
画
等
を
担
当
す
る
主
任
医
学
物
理
士

の
岡
本
裕
之
氏
は
、「M

RIdian

」
に
つ
い
て
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
の
高
精
度
放
射
線
治
療
に
お
い
て
は
、
腫

瘍
の
動
き
を
頭
で
想
像
し
な
が
ら
マ
ー
ジ
ン
を

広
め
に
と
っ
て
照
射
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

『M
RIdian

』
で
は
、
ま
さ
に
治
療
直
前
に
実
際

に
そ
の
時
に
照
射
し
よ
う
と
す
る
線
量
分
布
が

分
か
り
ま
す
し
、
治
療
後
の
ロ
グ
を
解
析
す
る

こ
と
で
実
際
に
照
射
し
た
放
射
線
の
線
量
分
布

を
計
算
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

質
の
高
い
放
射
線
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

治
療
計
画
用
の
シ
ス
テ
ム
は
完
成
度
が
高

く
、
操
作
性
も
良
い
で
す
ね
。
ま
だ
症
例
数
が

で
約
５
・５
Gy
／
min
の
線
量
を
照
射
で
き
る
。
Ｍ

Ｒ
Ｉ
も
し
く
は
Ｃ
Ｔ
画
像
で
治
療
計
画
を
立
て
、

照
射
前
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
よ
る
予
測
線
量
計
算

や
、
照
射
後
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
よ
り
照
射
線
量

計
算
が
で
き
る
な
ど
、
従
来
の
放
射
線
治
療
装

置
に
は
な
い
機
能
を
多
数
搭
載
し
て
い
る
装
置

で
あ
る
。
同
装
置
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
阿

部
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
本
来
、
放
射
線
治
療
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

患
部
を
確
認
し
な
が
ら
、
治
療
計
画
で
設
定
し

た
と
お
り
の
放
射
線
照
射
を
行
う
ア
ダ
プ
テ
ィ

ブ
治
療
が
望
む
べ
き
治
療
手
法
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
従
来
の
放
射
線
治
療

装
置
で
は
、
照
射
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視

認
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。

　

こ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
治
療
装
置
が
合
体
し
た
装
置

は
、
数
年
前
に
伊
丹
科
長
と
共
に
海
外
か
ら
の

情
報
を
得
て
、
ど
の
程
度
、
有
用
性
が
高
い
の

か
を
長
い
間
、
確
認
・
検
証
を
重
ね
て
き
た
の

で
す
が
、
よ
う
や
く
今
春
、
運
用
開
始
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。

　

な
お
、ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た『M

RIdian

』

は
、
本
来
、
装
置
の
遮
蔽
体
と
し
て
劣
化
ウ
ラ

ン
を
用
い
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
日
本

国
内
で
の
使
用
が
不
可
能
な
の
で
、
日
本
用
に

遮
蔽
体
を
劣
化
ウ
ラ
ン
か
ら
タ
ン
グ
ス
テ
ン
に

少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
よ
り
効
率

的
な
治
療
計
画
の
立
案
を
行
っ
て
い
け
る
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

従
来
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
の
違
い
に
つ
い
て
、

岡
本
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
こ
の
『M

RIdian

』
は
照
射
野
を
モ
ニ
タ
ー
し

て
腫
瘍
や
臓
器
の
動
き
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
照
射
野
を
的
確
に
合
わ
せ
る
た
め
に
治

療
時
間
こ
そ
か
か
り
ま
す
が
、
腫
瘍
や
臓
器
の

動
き
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
正
常
組
織
へ
の
照
射
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
画
期
的
で
す
し
、

我
々
の
精
神
的
負
担
を
軽
減
し
て
く
れ
て
も
い

ま
す
」

　

阿
部
氏
は
、「M

RIdian

」に
よ
る
ア
ダ
プ
テ
ィ

ブ
治
療
の
標
準
化
を
目
指
し
た
い
と
今
後
の
抱

負
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

「
５
名
の
患
者
を
治
療
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

８
回
照
射
が
２
名
、
５
回
照
射
が
２
名
と
、
従

来
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
異
な
り
、
照
射
回
数
が
短

く
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
毎
日
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
影

し
て
そ
の
画
像
を
確
認
し
、
元
々
決
め
て
あ
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ず
れ
が
あ
っ
た
場
合
、
都
度
微

調
整
を
行
っ
て
治
療
す
る
た
め
、
１
回
の
治
療

に
か
な
り
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
装
置
の
導
入
は
、
従
来
の
放
射
線
治
療

装
置
と
異
な
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
い
う
磁
場
を
伴
う

装
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
放
射
線
治
療
装
置
に
対
す
る
考
え
方
を
大
き

く
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
単
な

る
照
射
法
だ
け
で
な
く
、
測
定
法
や
磁
場
の
中

で
の
治
療
の
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
、
磁

性
体
持
ち
込
み
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
の
患

者
の
入
退
室
法
等
の
運
用
法
を
確
立
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
で
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
治
療
の

ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
と
、
そ
の
安
全
性
の
確
保
の

仕
方
を
確
立
し
て
、
日
本
全
国
に
ア
ダ
プ
テ
ィ

ブ
治
療
を
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

照射業務に取り組む逆井氏。腫瘍を常に観察しなが
ら照射できるので、複雑なケースにおいても治療への
対応が可能で、確実な治療につなげることができる

「 M R I d i a n 」 に よ る 症 例 ＆ 治 療 計 画 修 正 状 況リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
照
射
中
画
像
を
描
出
、

マ
ー
ジ
ン
最
小
の
放
射
線
治
療
を
実
現

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
治
療
の
有
用
性

呼吸位相監視にて治療計画位置と腫瘍部位が一致している照射状態（上段）、
リアルタイム画像収集による呼吸位相の不一致にて照射休止（下段）、許容値
設定にて照射・休止を繰り返し、自動的に各線源・各門の照射を実施する。

MRIと一体型の治療装置であるから可能な、治療寝台上で毎回 MRI 画像
を収集し、日々 の腫瘍位置及び形状を把握して確認・微調整を行うアダプティブ
治療は、腫瘍周辺のハイリクス臓器線量を極力抑制することが可能である。

【 膵 臓 の 症 例 】

（    ）12新　医　療　2017年8月号（    ）13 新　医　療　2017年8月号


